
THE ROTARY CLUB OF HIROSHIMA SOUTHEAST

1.真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか

広島東南ロータリークラブ
2023年3月13日（第2864回例会）

例会日 月曜日 ANAクラウンプラザホテル広島 ℡241-1111
事務所 リーガロイヤルホテル広島13階 ℡221-4894

会長 佐野庸子 幹事 谷井 智
3月は「水と衛生月間」です。

3月ロータリーレート １ドル= 136円
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本日の例会
会長時間

幹事報告

次回例会（3月20日）

お知らせ

本日のプログラム

「海道を行く～G7広島Year～」

広島テレビ 糸永直美様

「事業承継の選択肢としての投資ファンド」

(株)ひろしまイノベーション推進機構

マネージング・ディレクター 坂本直宏様

○次年度第1回クラブアッセンブリー

と き 3月27日（月）例会終了後13:35～より

ところ ＡＮＡクラウンプラザホテル広島

対象者 次年度理事役員・正副リーダー

○第29回ＲＩ第2710地区ガバナー杯

ロータリークラブ親善野球大会

と き 3月17日（金）～4月下旬まで

ところ 呉二河球場（決勝はマツダスタジアム）

※予告○カープ観戦家族会

と き 4月15日（土）試合開始14：00～
ところ Mazda Zoom Zoomスタジアム広島

○広島１４ＲＣ合同懇親ゴルフ大会

と き 4月29日（土・祝）

ところ 広島カンツリー倶楽部西条コース

今後の予定

3/15 （水）広島東ＲＣ

3/20 （月）広島中央ＲＣ・広島廿日市ＲＣ

3/22 （水）広島東ＲＣ

3/23 （木）広島北ＲＣ・広島安佐ＲＣ

3/24 （金）広島城南ＲＣ

3/28 （火）広島安芸ＲＣ

3/31 （金）広島城南ＲＣ

※当クラブでは現在週報の熟読をもってメーク

アップとしております。

他クラブ例会変更・休会情報

○例会終了後、次年度理事役員会開催

3月20日 例会メニュー《洋食コース》

ミネストローネスープ

ハンバーグステーキ きのこデミグラスソース

オニオンリング添え

ミモザサラダ

デザート・コーヒー

パンとバター

12:30 点 鐘

ロータリーソング｢我等の生業｣

四つのテスト （職業奉仕・経営研究担当）

来客紹介 （親睦委員会）

会食

12:45 会長時間 （佐野会長）

幹事報告 （谷井幹事）

委員会報告

・出席報告 （出席担当）

・その他

同好会報告

Ｓ.Ａ.Ａ.

13:00 プログラム

13:30 点 鐘

○連続出席100％会員表彰(3月) *は記念品あり

谷井 智会員 11年

大井克元会員 11年

佐々木一暢会員 7年

東影正博会員 2年

林 大一郎会員1年*

○退会のご挨拶
狩野義仁、吉村康宏、横川真也 各会員
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伊藤忠商事中四国支社の横川です。

山下さん、吉岡さんのご紹介で2021年7月に東南ロータリークラブへ入会させて

いただきましたが、3月末日を持って広島での職務を終え、4月からは2021年3月
末で駐在しておりましたハンガリーへ再度赴任することになりました。わずか2年
弱の在籍で、且つコロナ禍でローターリーでの活動も制限され、皆様とは十分な

コミュニケーションを果たせたとは言えない所もありますが、例会、その他のイベ

ントを通じて皆様より広島の事をいろいろ教えていただき、駐在生活をより充実

させることができました。大変感謝しております。

後任は私より6年入社が若い梅本になります。彼は、現在ニューヨークの弊社のアメリカ会社に勤務

しております。私同様、自動車畑を歩んできております。非常にNiceガイですので、暖かく迎え入れてい

ただければ幸いです。宜しくお願い致します。

さて、本日は36年間の私の伊藤忠商事での人生を振り返り、海外とは全く縁のなかった生活から、英

語もろくに話すこともできないくせに、何の因果か伊藤忠という商社に就職することになり、海外へ出張、

駐在した際の面白談話を一部紹介させていただければと思います。
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前回 2 0 2 3 年 3 月 6 日例会
「 商 社 の お 仕 事 」 横川真也会員
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パールハーバー R C 表敬訪問（ 2 / 2 4 - 2 / 2 8 ）
報告：幹事 谷井 智

去る2月24日から28日まで、会員8名とそのご家族5人で姉妹クラブであるPHRCを訪問して参りました。

コロナウイルス感染拡大の関係で、PHRCとは当クラブ60周年記念行事にお越し頂いて以来、約3年振り

の再会（訪問は約4年振り）となりました。

24日は、空港に到着するやいなや、PHRCメンバーの熱烈な歓迎を受け、首にレイが掛けられると、訪

問メンバーは早くもリゾート気分を満喫、ゴルフ組はオアフカントリークラブに直行、観光組はショッピン

グに繰り出しました。ゴルフでは混合メンバーでスクランブル方式で対戦、イーブンパー対2オーバーで

フィンク会長・岩井さん・大下さん組が勝利しました。その夜は同クラブハウスにてショッピング組と合流

し、ディナーで再会を喜びました。

25日もPHRCのアテンドでゴルフ組はゴルフへ、観光組は観光へ向かい、夜はPHRC主催のウェルカム

パーティが行われました。パーティの最後は生バンドのハワイアンミュージックにあわせてフラダンスを

踊りました。26日は、ゴルフ組もさすがに疲れて観光に繰り出しましたが、約一名、午後からハーフプ

レーに繰り出されてました。

27日、いよいよ公式行事の日となりました。これまで幾度となくメンバーが迷子になっており、朝の集

合時間前はひたすら祈っていましたが、無事、全員時間どおりに集合できました。現地時間9時半からは

マノアヘリテージセンターで記念植樹、続けてパンチボウルで献花を行い、例会場であるオアフカント

リークラブのクラブハウスで合同例会を行いました。夜は当クラブ主催のフェアウェルパーティをアラモア

ナの中華料理店で行いました。

28日、当クラブ一行は朝から帰路につきましたが、PHRCの皆さんがお見送り

に来て頂き、近い再会を誓い合いました。
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パールハーバー R C 表敬訪問（ 2 / 2 4 - 3 / 1 ）
3月6日 累計809,500円（本例会 32,000円）
○佐野庸子：パールハーバーロータリー訪問から無事帰国しました。４０周年の友好締結の節目の年で

あり、コロナで数年訪問出来なかったのですが、友好を深められ今後に繋げられると思いました。

（10口）→ペコペコ パールハーバーロータリー訪問時には、菅さんと菅さんのお嬢様に通訳をして頂き、

よりコミュニケーションがとれたこと深謝します。（1口）

○中脇令子：3月25日より姉妹縁組しているパールハーバーロータリークラブに公式訪問してきました。

パールハーバーRC会員の皆様が分け隔てなく親しみを込めた笑顔で迎えてくださり、、、私をホストしてく

ださったAndersonさんやWandaさんが、私を会員の皆さんにご紹介くださると「令子！覚えているよ」と笑顔

で返事が返ってきてとても嬉しかったです。96歳で杖を使っていらした会員の方も最後に言葉はありませ

んでしたが、にっこりと杖と杖でハイタッチではなく杖タッチでお別れしました。私は出かける前に書類の不

備が見つかりギリギリ参加できました。今回も素敵な経験をさせて頂きありがとうございました。（10口）

○平町隆典：先日、妻の誕生日にきれいなお花を頂き誠にありがとうございました。大変喜んでおりました。（1口）

○谷井 智：パールハーバーRC訪問、無事全員帰国しました。 （1口）

○要田昭治： PHRCより無事に帰って参りました。 （1口）

○3月誕生日会員より：温泉川梅代、髙垣創、三宅正光、廣谷洲枝、東影正博、河野宏明、岡本幸士（1口×7）
○帰るBOX（1口）

3 月は「水と衛生月間」です
安全な水と衛生設備の利用は、すべての人がもつべき権利。なのに、汚染水で病気になる人や命を

落とす人が後を絶ちません。未来を担うはずの子どもたちは、水汲みなどの労働によって学校に通えず、

つらい境遇を強いられています。

私たちの活動は、井戸を掘るだけではありません。安全な水と衛生設備を提供した上で、衛生や伝染

病予防に関する教育も行うことで、コミュニティ全体の生活を改善し、子どもの通学率を高めています。

～ロータリーはこんな活動をしています～

会員の世界的ネットワークを通じて、世界各地の人びとと協力して教員研修やカリキュラム作成を行う

だけでなく、家庭と学校の水・衛生設備の改善を通じて、子ども（特に女子）への教育を改善しています。

・タンザニアでの水の供給 タンザニアでは、12のクラブが地元のパートナーと協力し、キゴゴ村の1,500
人の住民のために、水の供給システムを設置しました。また、システムの維持方法と衛生教育を地元住

民に提供しました。

・フィリピンでのトイレの設置 フィリピンでは、ロータリークラブとパートナー団体が、222のトイレ、6つの

雨水集水機、7つの公衆手洗い場、20のバイオ・サンド・フィルターを設置しました。このプロジェクトに

よって、1,000人以上の人たちがトイレ施設を利用できるようになったほか、約600人に安全な水を常時

届けられるようになりました。

・学校の子どもたちをもっと健康に レバノンの全24クラブは、宗教、文化、政治的な垣根を超え、政府、

World Vision、ユニセフ、赤十字とパートナーシップを構築し、国内すべての公立学校に安全な水を提供

するプログラムを立案しました。

・地域社会のために インドのマダンでは、ロータリークラブが地元の団体と協力し、4,000人の人たちが利用で

きる雨水貯水タンクと配水センターを設置しました。また、地元の女性や35校の学生に研修も提供しました。

・グアテマラの学校でのWASHプログラム グアテマラのロータリークラブは、Escuintlaという町にある10
校に通う1,793人の子どもたちのために、トイレ、手洗い場、貯水タンク、研修を提供しました。

（参照：https://www.rotary.org/ja/our-causes/providing-clean-water）

https://www.rotary.org/ja/our-causes/providing-clean-water

